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近似 日本語材料の直接再生実験II

計 量 心 理 学 研 究 そ の2

増 山 英 太 郎

1.は じ め に

くハ

本誌の前号で,同 題名の研究報告を行なった。

そこでは,単 語を単位 とす る近似 日本語材料を作成 し,そ れを用いて直接

再生実験を行 なった結果を報告 した。見出された事実の うち,主 要なものの

みを記す と,

1)系 列位置曲線の実験式 としては,2次 曲線がデータに適合す る(前 号附

録 ・表2参 照)。 計算で得た2次 曲線をデータの間に通す と,系 列位置曲

線が,近 似度上昇につれて,右 上へ上昇 して行 く(前 号図3・ 図4参 照)。

2)誤 りは,0次 近似材料ではボアソン分布に従い,1次 以上の近似材料で

はポイヤ ・エンゲンベルガー分布に従 う(前 号附録 ・図1と 図6参 照)。

これ らの事実は,文 字を単位 とする近似 日本語材料を作成 して,実 験 して

みても同じように得 られるであろ うか。本報告は,こ の点の検討を問題にし

ている。

2.目 的

文字を単位 とす る近似 日本語材料 を使 用 して,直 接 再 生 の実 験 を行 な い,

上 記 の二 つ の事 実 が得 られ るか 否かを調べ,そ の結 果 を前 号報 告 結 果 と比較

(1)本 実験 の協力者である東京都立教育研究所勤務の阪依田多鶴子氏に深く感謝の

意を表わ したい。 なお,本 研究の一部は,1964年 応心31回 大会にて発表 した。

(2)本 稿末尾の参考文献参照。
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検 討 す る。

3.手 続

使 用 した材 料 は,文 字 を単 位 とす る0か ら5次 近 似 日本 語 材 料 と完 全 な 日
くめ

本文(Text)の 各 々9材 料ずつ計63材 料であ り,い ずれ も20文 字の長 さと

した(附 録表1を 参照)。

被験者は東洋女子短期大学の学生96名 である。各材料は1文 字約1/2秒 の

割合で単調明瞭に読み上げ られ,被 験者は直後に筆記再生を求め られた。材

料の提示順序は,ラ ソダムに行なった。教示は,前 号報告に同 じ。

4.結 果

得 られた実験結果は,附 録表2及 び図1に 示されている。但 し,そ れ らの

結果においては,2文 字を1系 列位置 とす る各系列位置毎に平均再生率が計

算 されている。

先ず1)の 問題に対する解答を得 るために,デ ータに対 してXに 関 して等
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図1-A;0次 及び1次 近似材 料での系列位 置曲線

(3)以 後,9材 料 を各 々材料A～ 材料1と 名付け る。
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図1-C;4次 近似材料 での系初位置 曲線 と5次 近似 材料での 各系列

位置毎での平 均再生率

間隔 の場合の直交多項式 ツーノ(め の 当 て は め を行 な った 。 そ の 方法に関 して

は,前 号(1)～(5)式 を参 照 され た い。 得 られ た デ ー タに対 して,何 次 曲線 が

当 ては ま るか を統 計 的 に検定 している分散分析表が,附 録表2で あ る。

5次 近 似 材 料 とText以 外 は,み な2次 の要 因が 有 意 で あ る。 そ こで,デ

ー タか らそ れ らの近 似 材料 の各 々につ き,1本 ず つ の2次 曲線 を計 算 し,デ
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図1-D;完 全 文章 での各系列 位置 毎での平 均再生率

一 タ の 間 を 通 して み た 。 図1を 参 照 さ れ た い 。

算 出 した2次 式 と頂 点 とを 記 す と;

0次 近 似 材 料;

ツ==O.90x2-6.99x十41。9

頂 点;x-3.89ツ=28.3

1次 近 似 材 料;

y==1.Olx2-7.92x十51.2

頂 点;x・=3.92夕 ・・35.6.

2次 近 似 材 料;

ごy=富1.16x2-ll.70x十73.5

頂 点;x・=5.04ツ ・=48.6

3次 近 似 材 料;

夕=1.22x2-13.44x十94.2

頂 点;x・=5.50ツ==57.3

4次 近 似 材 料;

y=lf36x2--16.21ル 十108.5



近似日本語材料の直接再生実験 皿 (101)

頂点;x==5.96y・-57.3

これ らの曲線をまとめて図示 したのが図2で ある。前号の図4同 様に,頂

点が近似度の増大につれて,右 上方に移動 してい く様子がわか る。

このことによって,単 語を単位 とした近似 日本語材料のみならず,文 字を

単位 とした近似 日本語材料においても,近 似度上昇につれて系列位置曲線が

右上へ上昇 して行 くことがわか った。

次に問題2)に 関 してであるが,誤 りは文字が単位の近似 日本語材料の場

合にも,前 号の通 りの結果となるであろ うか。
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図2;0～4次 近次材料での系列位置2次 曲線 とその頂点を表わす図
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各近似度毎に,誤 りが ポ ア ソ ン分 布(以 後P分 布 と略 称)に 従 うか,あ る

い は ポ イ ヤ ・;ン ゲ ンベ ル ガ ー分 布(以 後PE分 布 と略 称)に 従 うか を調 べ

るに は,誤 りを た とす る と,誤 りの 分布 関数 ノ(々)か ら,次 の値 を計 算 して

み れ ば よい

λ_豊 ±1)f(堅 ±1ン∫(ん)

も しRが,hに つ い て正 の 勾 配を 持 つ1次 式 で表 わ され るな らばPE分

布 で,勾 配 が0な らP分 布 で あ る こ とにつ い ては,前 号 で 述べ た。

各 近 似 度 毎 に,誤 った 文 字 を い くつ 書 い た者 が 何人居 るか の 人数を調べ

た。 さ らに,そ の 実 験 デ ー タか ら,上 記 の考 えに従 っ て,最 小二 乗 法的 に,

λ の ん に対 す る回帰 直 線 を 求 め てみ る と,

0次 近 似;λ ・=1・12k+0・18

1次 近 似;2.一 一〇・55k+1・51

2次 近 似;λ 一 〇.64k+1。25

3次 近 似;λ 一 〇.16k+1・87

4次 近 似;λ ・-O・33k+1・55

5次 近 似;λ=O・09k+1・76

Text;2,=-O.37k十1.15

結 局,

う の で は な い か と 思 わ れ る 。

ら,

PE分 布

PE分 布

PE分 布

PE分 布

PE分 布

P分 布

PE分 布

5次 以外の総ての直線の勾配は明瞭に正であるか ら,PE分 布に従

それに対 して,5次 近似では 勾配が小 さいか

P分 布が当ては まるのではないか と思われ る。

両分布の理論曲線を計算 して,デ ータの間を通 してみたのが附録 ・図1で

あ る。但 し,そ の図においてTextの 誤 りの実測データだけは,紛 失 して し

まったので,理 論曲線のみが描かれている。得 られた理論曲線だけを前号の

図6の 曲線に重ねて描いたのが図3で ある。なお,図 において,誤 りをおか

した人数を表わす縦座標は,文 字を単位 とする場合が,単 語を単位 とする場

合の倍の大きさにしてあることに注意 されたい。
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5.考 察

目的のところで述べた2つ の事実の うち,ま ず第1の 事実についてだが,

5次 近似材料及びTextが 有意でないのは,そ れ らの材料についての再生率

が良すぎ,系 列位置曲線がsaturateし ているか らであろ う。 そ して,そ れ

は本実験に用いた材料の文字系列の長さが,相 対的にやや短かか ったためで

あろ う。

第2の 事実については,誤 りの理論分布曲線を,単 語を単位 とする場合の

曲線 と一緒に示 した図3を 見ると,文 字を単位 とす る近似 日本語材料 と,単

語を単位 とす る近似 日本語材料とでまった く逆の傾向が存在することがわか

るp即 ち,単 語を単位 とした 場合には,0次 近似 日本語材料のみがP分 布

で,近 似度が上昇するにつれてPE分 布で平均値を増大 してい く。それに対

して,文 字を単位 とした場合には,5次 近似 日本語材料のみがP分 布で,近

似度が下降するにつれて,完 全文章か ら低い近似度へとPE分 布で平均値を

増大 してい く。

前号の単語を単位 とした場合には,近 似度の変化による分布及び平均値の

変化の原因を連想の働きに帰 した。そ こでは,0次 とい う単語間の関連が全

然ないものでは,誤 りがデタラメに起 り,近 似度が高 まるにつれて,連 想が

多 く働いて》誤 りを生むのであろ うと推論 した。それ と類似の解釈を行 な う

と,文 字を単位 とした場合には,逆 に,5次 とい う単語間の関連が完全文章

についで 高い材料では,誤 りがデタラメに起 り,近 似度が 低 くなるにつれ

て,連 想が多 く働 くとい うことになる。

文字の場合は,近 似度を高めてい くことは,だ んだん単語に近づけてい く

ことではなかろ うか。そ して,文 字単位の場合には,誤 りは 「音の類似」に

よって起 るのであろ う。そのために,近 似度を高めれば高め るほどそれと類

似 した,実 際に言語 として存在する音の連 りが減 り,連 想に よる誤 りが生 じ

に くくなるのではなかろ うか。そ して,た また ま5次 で,単 語をランダムに
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抽出してきて並べた0次 と類似の機能を持つ ようになるのだろ う。

単語 とい うものは,意 味を担 う最小の単位だか ら,単 語を単位 とす るO次

近似材料のように,お 互に全然意味の関連のない単語を,デ タラメに並べた

ものでは,連 想の働きようがない。単語単位で近似度を上げてい くと,隣 り

合 う意味同士が似か よってきて,「 意味の類似」によって 観念を生 じやす く

な り,そ のために誤 りがふえるのではなかろ うか。

6.要 約

前号 と同様に,目 的で述べた2つ の問題を,文 字を単位 とす る近似 日本語

材料を用いた直接再生実験に よって検討 し,次 の結果を得た;

1)xを10の 系列位置に,yを 再生率に対応 させて,κ に関 して等間隔の場

合の直交多項式による曲線の当てはめを行な うと,5次 近似材料及び完全

文以外の総ての近似度材料結果に,0.1%の 危険率で2次 曲線が適合 し,

頂点の位置は,近 似度上昇につれて右上方向に移動す る傾向があった。

2)誤 りの反応数については,5次 近似度のみボアソン分布に,他 は総てポ

イヤ ・エ ンゲンベルガー分布に従い,近 似度下降につれて平均値を増大 し

てい く傾 向が認め られた。 これは,単 語を単位 とす る場合 とは対照的に,

文字を単位とする場合には,ま ず完全単語に近似 し,つ いで完全文章に近

似 してい くために,近 似度が上 るにつれて,文 字間の拘束が連想作用を抑

える方向に働 くためであろ う。
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附録 。表1-A;A系 列の近似 度材料

りけぶがけて まづゆふのぞぽぶだ じのびぬや

だろ くのかたのむあ まはてい さな ともでたけ

ひいいけ しりす へ りす るぼ くんと しきま しり

とそ んな くてた とえ きにあ うといをけ と りも

あるには こんでい くつかはや くしや くな よわ

わけは こ うも りが と くをたた きわ りな どをみ

け いざいめんにおいてかた よつて もす こしも
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附録 ・表1-B;B系 列 の近似度材料

せわべやぬおるぼえてもけをがこらひきむれ

ち うおとび らいせあでこよなのいにもたぬが

あるお うとした くで もましたいなこえであ し

いのであるか らでかいたのはた らいのでんげ

えにな りませんでんしや くすぼかにするとき

とおもつたのむ まい とするとかの じよはなん

ゆ うべかいちゆ うでんとうを まわ していたで
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附録 ・表1-C;C系 列の近似度材料

ぱもによえみやつわみへばまのやぺね とうふ

で とにかは しぶか よたつとをといむ しのた う

ついたかのぼね うなつてしたきみす よか くと

はれたひとつていたがいにきもちか くのよう

ていたのだか らねんしないでいますでは じめ

ひか りがあるといいましたのは こにいれた ま

しよんぼ りとひばちをかかえてかれを まつて
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附録 ・表1-D;D系 列の近似 度材料

ふが うす どちたゆてたぶ し うび よけ まさぎぽ

す ぼでほは らとそみだ しもい まき うしのえ る

ゆにで くしごはたちつてい じよ うめのにせ き

そを といい とおかや ります まい りこ うと うる

よ うであれ ば よいのちか らが らん らんぽ うし

だつたがやは りやめ ることになつみか んはだ

るよ うな ど こかにお さな さのあるいいかたで
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附録 ・表1-E・E系 列の近似度 材料

だが て さもびにをひ くはち ぐぴつたのか さぎ

ひるかおれいやた るこわ しさいて しえわ くざ

つ たち よ くれぽです られ はんの よがふなわて

げんな よの なかげて しまにかけ るの と ういん

が しか られつ しまかないで くる くるまで まか

あ りがた くおなかがちが うのか どを まる くも

といつたい まに もな きだ しそ うにかおはゆが
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附録 ・表1-F;F系 列 の近 似度材料

わやえぜばげ まぶ りあそつふえ ざのゆそ ろち

とてはでたいつ もがばう るれ こもしなどうむ

の さかわれ もちに として きた くな りしよみけ

ど うしやのかお りやあ りましたつ てい る こと

もつていかがで てきて きがなけ んかをすべ て

しないで くだ さい まつ てを と りあげ よ うとい

しや のはんだんである どの しんぶ んもにた り
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附録 ・表1-G;G系 列の近似 度材料

ぬた ぎばがぽだぎうどぴぬつぎむべ うらそげ

か となろそれが こもしでばがてこいわでてげ

なせんですつたちようにがちみたのだけれて

としごとをか ことにあ りませ ともかぽちぽち

めしたのは らに くいつ くるながめたときには

だけでやつがた くさんたべているのよそれか

てんぽのひとつのようひんてんへとはいつて

(107)

次

次

次

次

次

次

批

0

1

2

3

4

5

驚

附録 。表1-H;H系 列の近似 度材料

みぶ さちたぽわぬをかぽつれぜ どい よもす る

もあいのとじき くす しはれつ もあ うあえじか

よるではなのさつげて くしゆれかけんにはゆ

とえば よごれお とこよいがみえまあま りです

のかたをたすけますかしらなぜでんわをかき

のときわたればかんがえるときにいさんがお

いいかど うかわた くしにははんだんつきませ
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附録 。表1-1;1系 列の近 似度材料

さ ぐそね ぎ きらすぜえ うすぽ めみ とこ うぜ ど

うな まやかあ きちたけ とる じい よとらには る

るお し りくけつ き りん とけ ひ ことが くした と

いつ しやの まきたな くなる といはなに した と

とめ られ るそのへは し くです あた りい まえで

い くににかいです あ ま りわた くしはあた しは

ます のに ぎわ いで ごつたが え してい る じこ く
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附録 ・表2-A;0次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附録 ・表2-B;1次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附録 ・表2--C;2次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附混 ・表2-D:3次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附録 ・表2-E;4次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附録 。表2-F;5次 近似材料における再生率(%)と 分散分析表
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附録 ・表2-G;完 全文章における再生率(%)と 分散分析表
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0次 近 似材料の誤 リの分布 とその理 論曲線(PE分 布)
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附録 ・図1-B;1次 及び2次 近似材料の誤 りの分布 とその理論曲線(PE分 布)
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附録 ・図1-C:3次 及び4次 近似材料の誤 リの分布 とその理論曲線(PE分 布)



近似日本語材料の直接再生実験 皿

25

20

15

ノ(た)

lO

5

01234560123456

ゐ ゐ

附録 ・図1-D: 5次 近似材料の誤 りの分布 とその理論曲線(P分 布)

及びT。xtの 理論曲線(PE分 布)

(115)



第37輯人 文 研 究

曜

(116)




